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概要

　前論 （Journal　of 　IAP2M 　Vol．2，　No ．2　Feb．2008 ）に て 、　P2M にお け るプ ロ フ ァ イ リン グマ

ネジメ ン トと シ ス テ ム ズ ア プ n 一
チ に つ い て 考察 し、若干の イ ン プ リケ

ーシ ョ ン を行 っ た 。

それ は（SSM ＋ APM ）モ デ ル と い うもの で 、構想 フ ェ
ーズで SSM （Soft　Systems　Methodology ）

を、実行 フ ェ
ーズ で APM （Agile　Project　Management ）を組み 込 ん だ、　 P2M の 次世代バ ー

ジ

ョ ン の 開発 へ の 期待 と い うもの で あ っ た。本論 で は 、そ の 後 の 実証研究 を踏 まえ、 こ の イ

ン プ リケーシ ョ ン に 対す る再 考 を行 う。
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ー

ド ： 演繹的プ ロ フ ァ イル 、帰納的プ ロ フ ァ イ ル 、仮説形成 的プ ロ フ ァ イ ル
、 プ ロ

フ ァ イ リン グモ デ ル 、シ ス テ ム 解析 、シ ス テ ム 合成 、
シ ス テ ム 仮説形成 、シ ス テ ム ズ プ ロ

フ ァ イ リ ン グモ デ ル

Abstract

　On 　my 　previous　paper （Journal　of　IAP2M 　V61．2，　No ．2　Feb ．2008 ）　Iexamined　approach

variations　for　the　systems 　approach 　method 　in　P2M 　Profiling　management 　and 　presented

some 　implications　tQ　P2M ．　Therein　l　proposed　a　possibility　to　develop　a　next 　version 　of

P2M 　using 　 such 　 as （SSM ＋ APM ）model ，　 which 　 SSM （Soft　Systems 　 Methodology ）in

Program 　planning　and 　APM （Agile　Pr（）ject　Management ）in　Proiect　executing ．　This　paper

describes　the　second 　thought　on 　them 　through　more 　examinations 　afierwards ．

Keywords ：Deductive 　Profile（DP ），
　Inductive　Profile（IP），　Abductive 　Profile（AbP ），

　Pro而ling

Model （PM ），　 Systems 　 Analysis（SA ），
　 Systems 　 Synthesis（SS），　 Systems　 Abduction（SAb ＞，

Systems　Profiling　Model （SPM ）

1 ．P2M へ の イ ン プ リケーシ ョ ン

　我 々 が直面す る問題 状況 は ま すます高度化 し、複 雑化 し、変化が激 し くな っ て い る。 こ

の よ うな 現実 に 対 し、硬 直化 し た 従 来型 の ウ ォ
ー

タ フ ォ
ー

ル 型 フ ェ
ーズ ドア プ ロ ー

チ の み

で は 対応 が難 し くな っ て い る 。 今回 の ス タ ディ
ーを通 じ て浮か び 上が っ た 二 つ の 潮流（SSM

＋ APM ）か ら、　 P2M へ の 若干 の イ ン プ リケ
ー

シ ョ ン を行 う。
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P2M へ のインプリケーション

フ エーズ 1 フ エーズ 2 フ エ
ー

ズ 3 フェーズ 4 フェ
ー

ズ 5 フェ
ー

ズ 6

鯛 査研究相 探求計画相 開発計 画相 開発櫓 運用 相 終結相

（プロ グラム計画） （プロ ジエ クト計画 1〕 （プ ロ ジ エクト計画   〔実行 1｝ ⊂実行 H） 〔庚棄
・
再利用〕

羅 愈構 想を固めるフェーズ である。 プ ロ グラム 計 画 の 概 プ ロ ジ ェクト計回を「具 体 具体 的 な シ ス テ ム の シ ス テ 厶 を導入還 「学習 こレツ ス ン

「全体 はどうなっ ているのか 」、「全体 の 急 に 基づき、「問題は 的 に どう進め るの か」と 開発や製作を「実行 鬧 し，「改善を重ね ズ ラーン ド｝」す

概 念は何か 」．か らアプ ロ
ー

チしプログ 何 か 」を そ の 解決 策 い う 観 点 か らの プロ ジェ し．評 価 す る 」フェー る 」フェーズ で あ る ，る こ と 、学 習 し

ラ厶の甚本構 想げ ロ グラ厶計画 を策 も含めて明らか にす クト設計を行うフエーズ で ズである。こ の 仕事 こ れま で の 仕事が た内容を次 の プ

定する。予 爾解析 （FS ・Feasibiliヒy る 定義フ ェーズ で ある。ある。こ の 相は ．開発プ は シ ス テ ム エ 学の 手 す べ て 絡 了 し た時 ロ ジェクトやプ ロ

St吋 y〕とも表 現され．計画の実現可能
ロ ジエク トの 実 行 が 決 定 か ら 離 れ、開 発 部 門 に 始ま り、開 髭 さ グ ラ 厶 に 引 き継

性 の検討も行 われ る。実行しようとして した の ちに お い て の み閲 に 移管される。シ ス れた シ ス テ ム が使 ぐフエーズ で あ
い る廿事の 全プ 囗 グラ ム を謂査し、全 始され る 。開発 の 目的 と テ ム 工 学 の 役劇は われ て い るか ぎり る．特 に 物的な

体 の意見を緬
一

する。そして．必 蟇な
手 段 を 明 確 に し た 実 行 蔓 京 事 項 を 詳 細 に し、続く，シ ス テ ム の 運 シ ス テ 厶 は 環境

情報を収 集する。 の ため の 計画を作成 す 開発 の 実行 を評価
・

用 を通して ．さらに 負荷を脅盧 し た

る。 支援する こ とである。性能を高め．改奢 「廃棄 ・再 利 用 」

を 目 的 と した 活 動 の 工 夫 が な さ れ

で ある． なければなら な

い 。プロ グ ラ ム

SSM の7 レーム ワーク APM の フレー厶 ワーク
の 構憩 段階か

ら 、廃棄 の し 易

い シ ス テ厶 、再「一一一ステ→7 　，囓rF 「，噛 曹 ，・ 噛、 利 用を意 図 した

矧
曜孕 羃哩行　　　　　　　　　　一パー

　　　　　’　　　　　「
7ブローナ　　 ’　　　　　1

、」
〜

シ ス テ ム の 構
想 ・開兜がサ ス問■嬢譲 1嘲叱 鶉戸％

顕箪罵η露戚 構想　 i 思 索 探索　i　　　　　　P
テ イ ナブ ル な循

環 型社 会 の 実

1 ， 現 に欠 かせな

ス←ジ2广 … 1 い 要 因 とな って」シλラリ』R 舮満照柑膠 … … い る．
切 比軽

… 適 応 …「
 、、　魑　　　，り，弼曽 「 ，”F

　　　　「　　　’　　　f¶ “ρ
舮ジ廼

λテー7． イテレ→ ヨン （贍 田 Llon繰 り返し）

り 定●り惇虞
楓奪桁彫お螺属

終結

　上記 の （SSM ＋ APM ）モ デル は、最 上流の 構想 フ ェ
ーズ で SSM モ デ ル を使 用 した広域的な

プ ロ フ ァ イ リ ン グを行 い 、そ こ で 抽出 され た 「変革案 （あ るべ き姿）」 を プ ロ ジ ェ ク ト ビ ジ

ョ ン として 、APM の 構想 に受け渡す概念を示 した コ ン バ イ ン モ デル で ある。受 けたプ ロ ジ

ェ ク トビ ジ ョ ン を実現す るた め に、APM モ デル で はイ テ レ
ー

シ ョ ン プ n セ ス で 環境適応 を

行 う。 こ れ は 実行 フ ェ
ーズ にお ける、局所 的なプ ロ フ ァ イ リン グ と位 置づ ける こ とが で き

る。こ れ に よ り構想段 階で の 「正 し い 目的（What ）」へ の 合意 （ア コ モ デー
シ ョ ン ）の 獲得 と、

実行段 階で の 環境変化 に対す る 「正 し い 対応（How ）」 を 実施す る こ とで
、

プ ロ グラ ム ライ フ

サイ ク ル を通 じて の 環境適応 が可 能 に なる と考 える。極 め て 日本的 なカ ル チ ャ
ー

に近 い 概

念で あ る 。

2 ．プ ロ フ ァ イ リ ン グ マ ネ ジメ ン ト

2．1　 プ ロ フ ァ イ リン グ とは
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知識・情報DB

20as・08・’20 　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　 Sgnareabe 　de．　tttt

　プ ロ フ ァ イ リ ン グ（Profiling）とは 「前 へ （pro）＋ 糸を紡 ぐ（file）→ 形を描 く 」 と い うと こ ろか

ら、 「犯罪捜査 にお い て 、分析 に基 づ き、犯人な ど の 人物像や事件 の 輪 郭（outline ）を描 くこ

と」 を意味す る。諸 々 の 情報 か ら犯人 像 を組み 立て る 「推理 」 の よ うなも の で あ る。こ の

推理 の 方法 に は 、演繹的プ ロ フ ァ イ ル （Deductive 　Profile）と帰納的プ ロ フ ァ イ ル （lnductive

Profile）とが あ る と言われ る 。 演繹 とは 「前提 の 命題 か ら、経験に頼 らず、系統的な論理規

則に従 っ て 必然的結論 を導 く」 こ とで あ り、帰納 とは 「個々 の 具体的事実 か ら 、 実験的 な

一
般的命題 ・法則 を導 く」 推論の こ とで あ る。

　演繹的プ ロ フ ァ イ ル で は 「人間の 行動 には 法則 性が あ り、統 計 か ら推測 で き る」 とい う考

え方 に基づ き、過去 の デ ータか ら人間の 行動 ・感情 を類型化 し て 客観 的指 標 を設 定す る と

い う 「行動様 式分類 」 型の 推理 を行 う。 これ に は 限 られ た サ ン プ ル か ら
一般論を導い て し

ま うこ と、また、データがす べ て 過去 の もの で あ る とい う限界 もある。従 っ て 、無実 の 人を

犯 人 と し て 特定 して し ま う危険性 を本質的 に 内在 して い る こ と に な る。

　
一方 、 帰納的プ ロ フ ァ イ ル で は 「現 場 で 実 際 に起 き た こ とに しか 手が か りは な い 亅 と い

う考 え方 に基づ き、現場 の 証拠 の み か ら犯人の 動機 ・性質 を推論す る とい う 「行動証 拠分

析」 型 の 推理 を行 う。 他 の 犯 罪者の 情報 は
一

切 考慮 しな い 。 現場が 日常的 に行 っ て い る推

理 を理 論化 ・体系化 した もの ともい える が、犯 人が現 場 に残 した証 拠 か ら結論 を推論す る

た め に 、分析 を行 っ た の が誰 か に よ っ て 結論が 大幅 に違 っ て くる。従 っ て 、幅広 い 経験 と学

識 が必 要 になる し、幅広 い 知見 を持 つ 人 材 の 育成 は簡単に は で きな い とい う限 界 もあ る 。

　 こ の よ うに 両者 は 、起源 ・方 法論 ・分析法 が根本的 に 違 っ て い る。従 っ て 、「演繹か 帰納

か 」 と い う発想 で は な く、「両方 とも使 う」 とい う、両者 を止 揚す る柔軟な発 想 が 必 要 に な

っ て くる 。 そ し て 止 揚 された柔軟な発想 の 中か ら仮説形成 （ア ブ ダク シ ョ ン ：abduction ）
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と表 現 され るプ ロ フ ァ イ ル （Abductive 　Profile）が 出現する と考え る。こ の ア ブ ダク シ ョ ン と

は 「事実 か らは直接観察 しえぬ 、別種 の 事実 を閃く」 こ とを意味 し、可謬性 は 高い が 、発

見に 向 い た推論 形式 だ と C．S．パ ー
ス は説 く。所謂 、第六感 的な閃 きで ある。帰納法に似 た

推論 で あるが、帰納 とア ブ ダク シ ョ ン の 違 い は、帰納 は 「観察 され た事実の
一

般化 を行 う」

だ けで あ るの に対 し、ア ブ ダク シ ョ ン は 「事実 を説明す る原 理 ・法 則 ・理 論 ・概念 の 発 見

を行 う」。ま た ア ブダ ク シ ョ ン が発 見 しよ うとする の は 、観察 され た の とは別 の 種類の 事実

で あ る こ とが し ば し ばある 。 観察で き な い 事実 で あ る こ とも しば し ば で あ る 。 更に 、帰納

は 「正 当の 文脈 」 に お い て 、仮説や理 論 をテ ス トす る推論で あ る 。

一方 、 ア ブ ダク シ ョ ン

は 「発 見の 文脈 」 にお い て 、仮説や理 論 を発案す る推論 で ある。帰 納 よ りは 大 きく飛躍 し

た閃きや発見 を伴 う推論 とい え る 。

　以上 の よ うな 三 つ の 推理 を連携 させ なが ら、求 むべ き解 を 「炙 り出 して い く」 の が、犯

罪捜査にお ける プ ロ フ ァ イ リン グモ デ ル （Profiling　Model ： PM ）で あ り、人間本来の 推論思考

過程に 沿 うもの で ある と考え られ る。

2，2　P2M にお け るプ ロ フ ァ イ リン グ マ ネ ジ メ ン トとは

あ
も

べ

き

姿
の

レ

歪

1

tpzaMの，レt ムワ
ーク）

20aSLasoo 　 ．　
’
　　　　　　　　　 SUAeneate （ca、　“ ¢

　 P2M に お け る プ ロ フ ァ イ リン グ マ ネ ジ メ ン ト の 考 え 方 は 、「あ り の ま ま の 姿（As −ls

Model ）」 を認 識 し、洞 察力 をも っ て 全体使命 を多元 的 に解釈 し 、 幅広 い 価値 体系 と し て 表

現 した 「ある べ き姿（To−Be　Model）亅 を描 く、と抽象的 な表現 に なっ て い る。 これは 、現実

世界の 重要 な問題 は次の よ うに定式化 で きる とい う見方 で ある。つ ま り、To−Be 　Model と い

う望ま しい 状態 と、As−ls　 Model と い う現在の 状態 が あ り、As−lsか ら To−Be に到達す る に

は い ろ い ろな 道筋 （シ ナ リオ ）が ある とい う考 え方で ある。 こ の 考え方 に よれ ば、問題 解
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決 とは To−Be と As−lsをは っ き り させ 、　 As −lsと Tc）−Be の 差を解消す るた め の 最善の 手 段 を

選択す る（GapAnalysis）こ とで ある 。
こ こ で は、それ ぞれ の モ デル を描 くた め の 洞察力 と し

て 、 前述 の 演繹的プ ロ フ ァ イ ル （Deductive　Profile）、帰納的プ ロ フ ァ イ ル （lnductive　Profile）、

及び 仮説形成的プ ロ フ ァ イル （Abductive　Profile）が連携 し なが ら、プ ロ フ ァ イ リン グ モ デル

（Profiling　Model： PM ）を炙 り出す こ とで 、価値創造 モ デ ル を形成す る と考え る。

3 ．シ ス テ ム ズプ ロ フ ァ イ リン グ

200ao 乱 2ゆ 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　 Synoreate 　Cq 　ttd

　 シ ス テ ム ズ ア プ ロ
ー

チ にお け るプ ロ フ ァ イ リン グ は 、シ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リン グ モ デ

ル （Systems　Profiiing　Model ： SPM ）として認 識 され、 3 つ の 要 素か ら構 成 され る と考 え る 。

シ ス テ ム 解析（Systems 　Analysis：SA ＞、シ ス テ ム 合成（Systems 　Synthesis：SS ）、及 びシ ス テ

ム 仮説形成 （Systems　Abduction： SAb）で あ る。

　シ ス テ ム 解析（Systems 　Analysis： SA ）とは、「解き放 つ 、分離する 」 とい う Analysis の 語

源 か ら、あ る もの （感覚 の 対象物 で あれ知 覚の 対 象物で あれ ） を組 み立 て て い る部分 ある

い は 要素 に分解 す る こ とを意 味す る。シ ス テ ム （全 体）が 存在 し 、そ の サブ シ ス テ ム （部

分）を明確化す るこ とが 目的 にな る 。 従っ て 、 演繹的 な トッ プダ ウン 型 の 思考過 程 にな る 。

例 えば、会社 シ ス テ ム （全 体）が存在す る。そ の 構成要素 と し て の 開発 部門、製造部 門、

販売部 門、人事部門、経理 部門、…　　 等の サ ブ シ ス テ ム （部分）個 々 の 目的 ・目標 、制約

条件、属 性な どを明 らか にす る こ とで ある。

　シ ス テ ム 合成（Systems　Synthesis：SS）とは 、「共 に置 く 、集め る 」 とい う Synthesisの 語

源 か ら、 1 つ の 全 体を構成す るた め に、部分 ある い は 要素 を組み 立 て た り、組み 合わ せ た

りす る こ とを意味す る 。 まずサ ブ シ ス テ ム （部 分）が 存在 し、そ の 親 と して の シ ス テ ム （全
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体 目的） を最適化 す る よ うに 、サ ブ シ ス テ ム （構 成要素）間の 相互 関係 を 明確 にす る こ と

が 目的 とな る。従 っ て 、帰納的 なボ トム ア ッ プ型 の 思考過程 にな る。例 えば、開発 部門、

製造部 門、販売部門、人事部門、経理部 門、…　　 等 の 会社 の構 成要素 （サブ シ ス テ ム 〉が

存在す る と い う前提 の 下で 、「社会 に貢献 し、利益 を得 る会社 に する 」 とい う全 体 目的 （シ

ス テ ム ） を実現す るた めに 、 ど の よ うな会社組織 に組 み合 わせ た らよ い か とい う こ とを考

える。

　シ ス テ ム 仮説形 成 （SystemsAbduction：SAb）とは 、「閃 く、発見す る」 とい う Abduction

の 意味 か ら、観察 され た の とは別 の 種類 の 文脈 にお い て 、仮説や理 論 を発 案す る仮説形成

的な ヒ ュ リス テ ィ ッ ク〈heuristic）型 の 思考過程 に なる。 こ の 思考過程 に つ い て は 、未 だ 明確

な論拠 は示 せ な い が、多分に SA と SS 間で の 、あ る 種濃密なイ ン タ ラ ク シ ョ ン の 中で 、セ

レ ン デ ュ ピ テ ィ（serendipity ）的な閃 きが訪 れ る もの と考え られ る 。

　既 に 存在す る 自然物 を解明す る物理 学の よ うな分野 で は 、ア ナ リ シ ス が極め て 有効 で あ

る の に 対 して 、人間に役立 つ 人工 物 を創 り出す よ うな場合 に は 、ア ナ リシ ス だ けで は 十分

で な く、シ ン セ シ ス が不 可 欠 な も の とな る 。 こ こ で対象 とす る人 工 物 とは 、 目的 と環境 を

持 つ シ ス テ ム で あ っ て 、使用 され る環境で シ ス テ ム の 機能 が 目的 を満 たす よ うに 、そ の 構

造 を決 定す る こ とが シ ン セ シ ス と捉 え る 。 トッ プ ダ ウ ン 的 ア プ ロ
ー

チ （ア ナ リ シ ス ）だ け

で は限界 が あ り、ボ トム ア ッ プ 的 ア ブ U 一
チ （シ ン セ シ ス ）に加 え 、 更 に はイ ン タ ラ クテ

ィ ブな仮説形成 （ア ブ ダク シ ョ ン ）的な方法論が必 要で ある とい う主 旨で ある。

3、1SSM で の シ ス テ ム ズプ ロ フ ァ イ リ ン グ

暫 「　　’　’
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ー
ジ 7
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SSM の フ レ
ーム ワ

ー
ク （7 ス テ

ージモ デル ） を上 下反転 し、　 P2M の プ ロ フ ァ イ リ ン グ モ
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デル で ある価値創造 モ デ ル （As −1slTo−Be　Model＞ に置き換 えて み る 。

　ス テ ージ 1 と 2 は 、
”
表現

’「

フ ェ
ーズ で あ り、

”Fp9題 ’

自体で はな く、問題 が存在す ると認 め

られ た状況 に つ い て 、で き る だ け豊富 な絵 を描 く こ とが試み られ る。 これ が リ ッ チ ピ クチ

ャ （As −ls　Model ）で ある。次 に、ス テ ージ 3 と 4 は、
”
合成

”
フ ェ

ーズ で あ り、推定 され た問

題 に 関連 が あ る と思われ る シ ス テ ム を い くっ か 同定す る こ と、そ れ ら の シ ス テ ム が何 で あ

るか 、の 簡明な定義をす る こ とか らな る 。
ス テ

ージ 3 にお ける こ れ ら の 定義は
”
根底定義（root

definition）
”
と呼ばれ、選 ばれたシ ス テ ム の 基本的性 質 を

’
抽 象思考

”
の 世界で 、ゼ ロ ベ ー

ス で

捉 え 直し、表現す るこ とが意図 され て い る。ス テ
ー

ジ 4 で は根底 定義 に お い て 名づ け られ 、

定義 され た人 間 活動 シ ス テ ム の 概念 モ デル を作 る 。 根 底 定義に よ っ て 記述 され た人 間活 動

シ ス テ ム が必要 とす る、理想モ デル （To−Be　Model ）を炙 り出す。更に 、ス テ
ージ 5，6，7 は

”

解析
”
フ ェ

ーズ で あ り、ス テ
ージ 4 か らス テ

ージ 5 へ と改め て
’

現 実世界
”

へ 運び 込 まれ 、そ

こ に存在す る も の に っ い て の 認 識 と突 き合 わせ られ る。 こ の
”

比較（Gap　Analysis）
”

の 目的は

問題 状況に い る 関係者 と の デ ィ ベ ー ト （議論） を巻 き起 こす こ と で あ り、状況 の 異な っ た

利害関係 者間で 、 落 し ど こ ろ を見つ ける こ と で あ る 。
ス テ

ー
ジ 6 におい て は 、同時 に 二 つ

の 基準を満 たす 、可 能な変革 を定義す る こ とに な る。そ の 二 とは 、それ ら の 変革が 望 ま し

い こ と（desirable）で あ り、実行可 能（feasible）で あるか と い うこ と で ある。ス テ ージ 7 は 問題

状況 改善 の ため の ス テ
ージ 6 に 基づ い た行為 を と る こ とで あ る。

　 SSM は 、こ の よ うな多様 な価値観 が複雑 に絡み合 っ た状態 の 中か ら、意味 の 探求 をす る

ア プ ロ
ー

チ と して 誕 生 した。SSM の キ
ー

ワ
ー

ドは 「ア コ モ デー
シ ョ ン （accommodation ：

折 り合 い 」 で ある。異 な る立 場 や異 な る価値観 で の
一

方 的な統
一

は求 めず 、 違 い は 違 い の

ま ま、お 互 い に 自分 を相手に合 わせ て 調整 し あ っ て 、折 り合 える点を探すプ ロ セ ス で ある。

お互 い の 立場 や前提 だ けで な く 、 自分 自身が無意識 に持 っ て い る価値観 （メ ン タ ル モ デル ）

を、周 囲の 状況 につ い て学習 し理解 を深 める こ とで 自己修正 しなが ら、関係者 に と っ て 受

容可 能な代替案を作成 し、合意に近 づ くこ と を期待 す る の で ある。 こ の 探索 プ ロ セ ス をシ

ス テ ム として作 り出す こ とをソ フ トシ ス テ ム ズア プ ロ
ー

チ とい う。

　 詰ま りは、SSM の フ レ
ーム ワ

ー
クは 、ソ フ トシ ス テ ム ズ ア プ ロ ーチ にお ける、大域的 な

ソ フ トシ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リ ン グモ デ ル （Soft　Systems　Profiling　Moder ： SSPM ）と位置づ

け る こ と が で き る 。

3．1APM で の シ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ ル ン グ
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イテレーシヨン（1ぽ 劼 m 繰リfiL），唖 ． ．，舮尸凾
ビ舛 ス や 望品 の 、・
ビ ジ翩ン の 明確化 1

〆’
1

製晶 吐 樺 の

唳貌定義

　 仕概 懸 を

「
丶

並列的墅 反 凌的に霎綜　　　　　　　，
1 3

構想 2 思 索 探索　 1
白噛 ρ n … 叩 eGU 艷 9即 br 血　　：

：
臣
1， ■

詈1 顧

燦索の 鯖塁を撞姆画 か ら．　 　　　 ・
の目か ら．職 の 鯨 か らレビ ー　 　｝　　　　　　　　　　　　　　，

1 幽
｝ 適応　　　　　 i
、 日d躍 　　　　　　　　ノ「」， 　　　　　尸臨國唖．，「國“梱r ‘「

＿ 婁しり

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （億 値実現モデル ｝

2鵬 ・ ＆ 20

内
　 　 　 　 　 　 ．　 　 Sv ” 。，。ate ．e。，轟

　APM の フ レ
ーム ワーク は 、構 想 一思索

一探索 一適応 一終結 の イ テ レ
ーシ ョ ン モ デ ル か ら

成 る。こ れはシ ス テ ム ズ エ ン ジ ニ ア リン グプ ロ セ ス 、  問題 の 設定一   目的 の 定義一   シ

ス テ ム 合成一
  シ ス テ ム 解析

一
  最適 案の 選択一

  行動計画 の 作成 、 とい う価値実現 モ デ

ル に整合す る こ とが分か る。即 ち、構想（（envision ）と は 、ビジネス や製 品の ビ ジ ョ ン の 明確

化、将 来像を考察 し描 く こ と で あ る。こ れ は   問題 の 設 定に相 当す る。思 索（specuiate ）とは 、

製品仕様 の 仮説定義を熟考す る こ とで あり、  目的 の 定義 に相 当する。次に、探索（explore ）

と は 、仕様 と設計 を並列 的で 反 復的 に 実行 し試 作を 重ね る こ と で あ り、  シ ス テ ム 合成 と

  シ ス テ ム 解析 に相 当す る 。 適応（adapt ）とは 、探 索の 結果 を技術面か ら、顧客 の 目か ら、

事業 の 観 点か ら レ ビ ュ
ー

し適合 させ る こ とで あ り、  最適 シ ス テ ム の 選 定に相 当す る。 こ

の よ うに APM の イテ レ
ー

シ ョ ン モ デル は、シ ス テ ム ズ エ ン ジ ニ ア リ ン グプ ロ セ ス の フ ィ
ー

ドバ ッ ク モ デル と完全に整合す る こ とが 分か る 。

詰 ま りは、APM の フ レーム ワーク は 、ハ
ー ドシ ス テ ム ズ ア プ ロ ーチ に お ける、局所的な ハ

ー
ドシ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リ ン グモ デル （Hard　Systems　Profiling　Model：HSPM ）と位置づ け

る こ とが で きる。

4 ．P2M へ の イ ン プ リケ
ーシ ョ ン
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　 A．D ホ
ー

ル の 学説 に準拠 した P2M の ライ フ サ イ ク ル に 、SSM べ 一
ス の 価値創造 モ デ ル と

APM ベ ー
ス の 価値実現 モ デ ル を マ ッ ピ ン グ し た概念 図 を示 す。　 Phasel （調査 研究）で は 、

大域 的な ソ フ トシ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リ ン グモ デ ル （Soft　Systems 　Profiling　Model 二 SSPM ）

とし て の SSM が 、構想計画 と し て の 問題 の 設定 を行 う。
つ ま りは Program 　Planning で あ

る。こ こ で 炙 り出 され た プ ロ ジ ェ ク トビ ジ ョ ン を Phase−2 （探求計画）に受 け渡す 。
　Phase3

（開発 計画） と Phase4 （開発） で ぽ、　 Phase2 と同 じ局所的なハ
ー

ドシ ス テ ム ズプ ロ フ ァ

イ リ ン グモ デル （Hard　Systems　Profiling　Modei：HSPM ）と して の APM が 、フ ィ
ー

ドバ ッ ク ル

ープ を持 ちなが ら繰 り返 され る こ とに な る。 こ の ル ープ を コ ン ピ ュ
ー

タ シ ミ ュ レ ーシ ョ ン

等 活 用 し、高速 に回す こ と で 環境適 用を行 えば 、APM の イ テ レ ーシ ョ ン ル ープ と同 じ概念

に なる。っ ま りは 、フ ィ
ー ドバ ッ ク ル

ープ とイテ レ
ー

シ ョ ン ル
ープ の 底流は 同 じで ある と

考え る。従 っ て 、SSM も APM も、概念的に は P2M の フ レーム ワ ーク に取 り込む こ とが可

能 とな る 。
こ の 大域的 で 且 つ 局所的で 濃密なイ ン タ ラ ク シ ョ ン を通 じ て 、ナ レ ッ ジ （情報 ・

知 識） を 共 有 しなが ら価 値を 共創 して い くた め に は 、イ ン フ ラ と して の PPM （Phased

Project　Management ）概念 に基づ く組織成熟度が必要 に なる。従 っ て 、（SSM 十 APM 十 PPM ）

連携 モ デ ル で 、組織能力 を高め る こ とが重 要で あ る と考え る 。

　
一

方、DOD （Department 　of　Defense ： 米国国防総省）規定で は、シ ス テ ム ズ マ ネ ジメ ン

トの 概 念は 、戦略 （プ ロ グラ ム ）策定段 階に お け る シ ス テ ム ズ ア ナ リシ ス の 活用 と、プ ロ

グ ラ ム の 実施 （プ ロ ジ ェ ク ト）段 階に お け る プ ロ ジ ェ ク トマ ネジ メ ン トの 実施 に あ る と さ

れ る 。
シ ス テ ム ズ マ ネ ジ メ ン トの 概念が 全体的 な もの で あ っ て 、そ の

一
部 にプ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン トを包含 し て い る とす る。また、戦略 （プ ロ グラ ム ）策定段 階 は シ ス テ ム ズ ァ

ナ リシ ス 中心 で な され る とす る 。
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　これ は 「何 をや るか （What 　to　do）」 と い う全体 目的 （シ ス テ ム ）が 所与 の もの とし て 、明

確なハ
ー

ドシ ス テ ム ズ ア プ ロ ーチ に基 づ く考え 方で ある。従 っ て 、そ の 構想 フ ェ
ーズ は、

サブ シ ス テ ム の 明確化 とい うアナ リシ ス （解析 ） 中心 の も の とな る。 しか し、「何 をや るか

（what 　to　dQ）」 が 明確で な い 、ソ フ トシ ス テ ム ズア プ ロ
ー

チ に お い て は、シ ン セ シ ス （合成）

主導 の ア プ ロ
ー

チ に な らざるを得 な い 。詰 ま り は 、シ ス テ ム ズ プ ロ フ ァ イ リ ン グ モ デル

（SPM ）の 流れ が、シ ス テ ム ズ ア ナ リ シ ス （SA ）指 向か ら、シ ス テ ム ズ シ ン セ シ ス （SS）指向また

は シ ス テ ム ズ ア ブダク シ ョ ン （SAb）指向 へ と 、 変わ っ て い く。

　 も う
一

つ は、従来の ハ ー ドシ ス テ ム ズ ア プ ロ ーチで は 、プ ロ ジ ェ ク トマ ネジ メ ン トは 「ど

の よ うにや るか （How 　to　do＞1 とい うシ ス テ ム ズ エ ン ジ ニ ア リ ン グ の フ レ
ー

ム ワ
ー

ク の 下で 、

規定 されて きた とい う事実 がある。 しか し、今 後の ソ フ トシ ス テ ム ズ ア プ ロ
ー

チ にお い て

は 、
「正 しい 目的 （What）」を 「正 しい 対応 （How ）」 で とい う P2M の フ レ

ー
ム ワ ーク の 下で 、

シ ス テ ム ズ エ ン ジ ニ ア リ ン グが再定義 され る時期 で は な い か と考え る 。

6 ．結論

　どん な方法論 も、常 にあ る理 念型 （ideal　type）を述 べ て い るに過 ぎな い
。 どん な場合で も 、

ユ ーザ
ー

が 自 らの 状況に 応 じ て 、使い やすい ような形 に し て使用 され る べ きで ある。状況

に応 じて 、適用す る人に よ っ て 、形 を変え る こ とが で き る こ とが 、方法論 の 重要 な ポイ ン

トで ある。 こ の 意味で 、P2M は 窮めて 柔軟で 創造 的な、知識 フ レ
ーム ワ ー

ク を提 供す る こ

とを見て きた。そ の 駆動 力 とな る の は SystemsAnalysis （SA ）、　Systems 　Synthesis（SS ）、及

び Systems 　Abduction（SAb ）か らな る 、　 Systems 　Profiling　Model （SPM ）で あ る と看破 され る 。

　更 に、実証研 究の 旅 は続 く …　　 。

以上
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